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令和 2 年度 決算の概要
令和２年度の決算額は、一般会計が歳入 113 億 9,871 万円、歳出 106 億 6,457 万円。
特別会計が歳入 37 億 6,578 万円、歳出 36 億 7,748 万円。合わせた実質収支では、5 億 9,264
万円の黒字となりました。

一般会計および特別会計決算額

補助費等が増加、普通建設事業費、災害復旧事業費は減少！
令和２年度決算における収支状況は、前年度に比べ約４千万円の増額

①一般会計の決算額は、総務費、農林水産業費が増加、衛生費、土木費が減少
特別定額給付金（コロナ関連）等により総務費が１億８千６百万円増加、一般廃棄物し尿処理施設建設
事業の繰越により衛生費が 7 億円減となりました。普通建設事業費全体では２億２千万円の減となって
います。

②特別会計は現状維持
前年度に引き続き各特別会計において赤字決算はありませんでした。今後も健全な財務運営に努めます。

実質収支額 及び 基金 ( 貯金 ) の推移（H23 ～ R2 の 10 年間）

収支〔一般 + 特別〕の黒字増
元年度　　552,672 千円
２年度　　592,643 千円
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現在、一般廃棄物し尿処理施設建設事業や給食センター建替事業等の大型事業も行っており、さら
に公共施設の老朽化対策、既存のインフラ施設の維持管理、また、新型コロナウイルス感染症対策
のため、財源の確保は引き続き必要となります。財政調整基金や公共施設維持管理基金がその財源
となりますが、今後も継続して収支バランスを考慮の上、さらに基金を確保していく必要があります。

過去の推移を見ると、平成 20 年度に悪化のピークであった財政状況は平成 25 年度にかけて持ち直
し、現在は良好な状態を維持しています。また、財政調整基金も 15 億円を維持しています。

★「財政健全化判断比率」　～４指標と資金不足比率～

＜財政健全化判断比率＞とは、公営企業等を含めた負債（赤字）全般にわたる財政情報をわかりや
すく開示し、早期是正につなげる目的で H19 年 6 月に制定された指標。

「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」とは、普通会計（一般 + 巡回）や全会計における実質赤字額
の標準財政規模（行政サービスを提供するのに必要な一般財源：本町の場合、約 50 億円）に対す
る比率。「実質公債費比率」、「将来負担比率」とは、借金返済や今後負担すべき退職金や債務補償に
基づく負担見込額等の標準財政規模に対する比率。

令和２年度決算に基づく健全化判断比率（４指標）のうち該当する実質公債費比率と将来負担比率は、
ともに改善されています。

しかし今後、新規建設事業や、大規模な施設建替え事業、老朽化対策に伴う大規模な補修・改修な
どの計画があり、かかる経費は膨大となる見込みです。その地方負担分の財源として地方債（借金）
が増えると、4 指標は悪化し、財務運営が困難になることが予想されます。本町全体の資産再構築
においては、長期的視野で計画的に取り組み、事業を平準化することで財務の悪化を回避するよう
努めます

＜資金不足比率＞　利用料等の収入に対する資金不足額の割合。20％を超えると経営健全化計画
策定が義務づけられる。

公営企業会計の資金不足比率 ←該当する企業会計はありません

実質収支額 及び 基金
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